
低入札価格調査対象者の落札候補者の辞退について 

 受注希望型競争入札に係る低入札価格調査制度事務処理試行要領に定める

低入札価格調査の対象となった場合、落札候補者の辞退を認めます。 
 ただし、１回目の辞退から１年以内に３回以上辞退したときには、入札参

加制限（※）を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※入札参加制限････適用を通知した日の翌日が、「入札公告日から落札決定日の間」に含まれている

他の公告案件には応札することができない制限。 

  

 

落札候補者辞退の流れ 

入 札 

落札候補者決定 

（低入札価格調査該当） 

次の場合に落札候補者の辞退を認める。 

① 落札候補者通知書に、低入札価格調査該当予定の

旨が記載されている。 

② 入札参加資格要件を満足している（適正な入札参

加要件審査書類を提出する）。 

③ 入札参加資格要件審査書類の提出までの間に「落

札候補者辞退届」を発注機関の長に提出する。 

④ 発注機関の長が、辞退を承認する。 

低入札価格調査 
辞退承認（落札候補者辞退届

を提出した場合） 

受けない 

低入札価格調査を受けない 

入札参加資格要件 

審査書類提出 

入札参加資格

要件審査 

無効（失格） 

虚偽の記載、書類不提出、技術者不配置、

故意の書類不備等は入札参加停止となる。 

同種工事実績、配置技術者要件違反は入札

参加制限を行う。 

不適合 

適合 

２日以内 落札候補者辞退届提出 

契約締結 

落札決定 
1 年以内に、３回以上辞退した

場合は入札参加制限 

（R 元年度委託業務は、入札参

加制限を適用しない。） 

受ける 


